-09 赤い空の鶴　都大会用脚本
-09                                                 作　　藤井玲奈
-09                                         　　　　潤色  浅尾一郎
-09 キャスト
-09 　　小谷　優（女）  　　　　　　　　　　　　　　中学三年
-09 　　案内人（男）                                案内人
-09 　　由紀（女）                                  広島で亡くなった中学生。記憶の提供者
-09 　　俊　　　                                    優の友達
-09 　　陽一　　　                                  優の友達
-09 　　知香　　　                                  優の友達
-09 　　男性１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(声のみの演出も可)
-09  　 　　２　　　　                              (男性・女性とも三十代くらいの設定）
　　母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由紀の母
　　姉　                                        由紀の姉
-09 　　先生（男）　                                医者らしい男性
-09 　　ミチ（女）                                  十三才
-09 　　祐子（女）                                  十三才
-09 　　リン（女）                                  十三才
-09 　　ケン太（男）                                十三才
-09 
-09 プロローグ
       　　　暗い中にすさまじい爆発音と悲鳴。やがてうす明かりがつくと、原爆投下直後の光景。
        　　　舞台上は悲鳴に満ちている。舞台中央、はじめは背景の一部のようだった由紀が動きだす。
由紀    　（焼けただれた姿で）お母さん、お姉ちゃん…
        　　　ゆっくりと暗転。由紀のみにピンスポット
由紀    　みんな、どこ・・・？
        　　　再び悲鳴に満ちる舞台。場転
        　　　舞台上手、ピン落ちると案内人が立っている。
案内人  　（かしこまった様子で）１９４５年、昭和二十年、八月六日。
        　午前八時十五分。広島県、広島市で、人類史上最初の原子爆弾が爆発。
        　投下。爆心地から約２㎞内はほぼ全滅。死者、十数万人とも。
        　　　スポットＦＡ
-09 
-09 第一場（現代・広島）
        　　　明転　暑い夏の昼。平和記念公園のどこか。背景に原爆ドームが見えている。
        　　　優、知香、俊、陽一が下手から歩いてくる。
俊      　(暑そうに)修学旅行に広島って暑くね？
陽一    　ああ。だいたい修学旅行って、ふつうは京都とかそこらへんだろ(同じく暑そうに)。
優      　暑いのはどっちもかわんないとおもうけど・・・・。
陽一    　でもさ、京都っていえばきれいな舞妓さんとか舞妓さんとか舞妓さんとかいるじゃんよ。
知香    　つまり高橋は舞妓さんが目当てってわけね？
俊      　相変わらずの変態っぷりだな。
優        そういう田中はなにがお目当て？
俊        もちろん。（ちょっと考え）なんだろう？
優知香    はあ。（ためいき）
知香    　あんたら、もっとまじめにやりなよ。
陽一    　無理。だいたい(わざとらしく真似をするように)、原爆の恐ろしさを
        　今の人、特に若い人たちは忘れてしまっています。って言われても、俺
        　たちは平和ボケの世の中に生まれたんだから、しょうがないっての。
俊        実感するっていっても。あれか、アメリカに頼んで、もう一回原爆落としてもらうってか。
優      　ちょっと！不謹慎よ。二人とも言葉をわきまえなさいよ。
俊        ふん。
陽一      (からかうように)小谷のクソまじめ。
優        茶化さないでよ。原爆で亡くなった人がいっぱいいるのは事実でしょ。資料館でいろいろ見て勉強し
        　たじゃない。
俊      　いくら勉強したって「実感」するのがムリなのも事実だろ。で、無理な
        　ものをムリに勉強するのが面倒くさいってのも事実じゃん。
陽一      (険悪なムードに気づいて)おい、もうやめとけ。
優        高橋が黙んなさい。
          (俊に)田中の言い方、失礼よ。私のおばあちゃんが言ってたよ。命は
        　一人に一つずつなんだから、その命に対する敬意は払わなくちゃ、って。
俊        命がどうこう言ってるんじゃないの。もうずーっと昔の原爆のことを実感する
        　とかのために、わざわざ広島なんかに来る必要があんのか、って言ってる
        　んだよ。な、陽一。
陽一      え？あの・・・
知香      優、ちょっとおさえて。
優        (知香を無視して)なんでも「面倒くさい」で片付けるのやめなよ。
俊        どう言おうが俺の勝手だろ。
              お互いの言葉を耳に入れずに言い合う。声がどんどん大きくなる。
陽一      おい、二人とも
知香      落ちついてってば。
陽一      ストップ！
              言い争いは止まらない。
知香      ストップ！
              もちろん止まらない。 案内人、上手から出てきて
案内人  　ストップ。
              案内人以外の全員がストップモーション。
案内人  　お二人の言い争いはこのくらいにして。
          (客席を向いて威儀を正し)さて、おわかりの方はおわかりでしょうが、
        　この四人。修学旅行で広島にきております。この場所は、原爆
        　ドームから、川をはさんで向かい側、つまり平和祈念公園となります。
          ただいま、四人は班行動中で、ちょうど原爆資料館の見学が終わった
        　ところ、のようです。現在、時刻は午後２時過ぎ、気温は(温度計をチラと見て)
          おお、これでは暑くてイライラもしようというものです。
          　　案内人、陽一、俊、知香に軽くふれる。
        　　　３人とも崩れるように倒れる。
案内人    彼女、小谷優さんは、男子の二人とはちがった考え方の
        　持ち主のようです。なんというか、原爆でなくなった方々に対する敬意というものが
        　感じられます。この方なら、大丈夫と見てよろしいでしょう。
        　さてと。
        　(周囲をきょろきょろと見回す)
          あれ？由紀さんが見あたりませんね。由紀さん？由紀さーん
        　　　誰も出てこない。
案内人    ふむ。困りましたね。由紀さんがいらっしゃらないと、始められません。
        　仕方ありません。
        　(なにか大仰に怪しげなポーズをとりながら)ウヨシシエカヲマダコノソズケツズキヲンジコノカ
        　ハレワヨレサンカウヨシニエマノレワヲイシマタノンジコノカヨジルアノラレワヨミカ・・・
            　呪文を唱えるうち、由紀が上手から出てくる。忍び足で案内人の後ろに回り
由紀      (案内人に膝かっくん)
案内人  　シリアニチン(膝かっくんを受けて)テぇぇええいっ！
由紀    　呼んだ？
案内人    由紀さん、いたずらはよしてください。舌を噛むところでしたよ。
由紀      あらすてき。でも、いたずらは相手の様子をうかがってたらチャンスを逃すのよ。
案内人  　ひどいですよそれは。
由紀      (告発を無視して)で、次の人ってこの立ったまま固まってる人？
案内人  　よくおわかりで。
由紀      そりゃわかるわよ。３人ゴロゴロ転がってて、一人は立ったまんまストップモーション。
        　そのとなりにあなたが立ってれば。
案内人    自然とわかると。
由紀    　そういうこと。
            　ふたり、ストップモーションの優を見て、顔を見合わせる
案内人  　それでは
由紀    　始めましょうか。
            　以下、案内人の号令に合わせて優は動く。

案内人    気をつけ！礼！着席！
            　優、床に正座
案内人  　ただいまから授業を始めます（手をパンとたたく）。
            　優、元に戻る
優      　（しばらく状況がつかめないが、やがて案内人達に気がつき）だれ、ですか？（！）
案内人    （優のとまどいを完全に無視して）はじめまして。私、案内人と申します。どうぞ
        　よろしくお願いいたします。
優      　（ぜんぜん状況がつかめないながら）はあ、どうもご丁寧に･･･。
案内人    （由紀を示して）こちらの方は、
由紀      由紀といいます。よろしくね、小谷優さん。
優      　（ついつられて）はいこちらこそ･･･。なんで私の名前を知ってるんです？
由紀      それより、そちらのお友達の方を心配した方がいいんじゃない？
優      　（倒れている三人に気がつき）あ！どうしたのみんな！（知香に寄って）知香、大丈夫？
        　しっかりして
          　　案内人、手をたたく。優はそのままの姿勢で固まり、三人は意識がないような様子で
        　　　のろのろ立ち上がり整列。案内人の手拍子に合わせて上手側に行進してはけていく三人。
案内人  　はい、オーケー。
優        （すぐに元に戻り）あれ？みんなどこに行ったの？
案内人    （優の問いを無視して）突然ですが、優さん。あなたは、他人の記憶を見たことがありますか？
優        はい？あの、それより私の友達たちはどこに行ったの？
案内人    見たことがない、そうですか。
優        人の話聞いてます？
案内人    では、いまからあなたに、その「他人の記憶」というものを見ていただきましょう。
        　ところで（クリップボードを取り出して）怖いものとか、大丈夫ですか？
優        （ついつられて）わりと平気です、じゃなくて！もう話になんない
        　（携帯電話を取り出す）もしもし、あ、本部の先生ですか？二組四班の小谷ですけど、
        　なんか変な人に絡まれて困ってるんです。友達ともはぐれちゃって
案内人  　（優の電話も無視して）怖いものは平気、と。大変結構です。では、早速見ていただきましょう。
        　ちょっと色々大変ですけど、あなたならきっと大丈夫。返ってくることができたら、お友達にも会
        　えるでしょう。よく、見てくださいね。
優        （電話に向かって）もしもし？先生！電波が、なんかおかし
          　　優、その場にぱたりと倒れる。舞台暗転。
-09 
-09 第二場  (現在の広島、平和記念公園。うるさいほどのセミの声)
            　舞台中央、ベンチの上に優が倒れている。俊、知香、陽一、心配そうに優をのぞき込んでいる。
優      　う、ん…(ゆっくり起き上がる)
俊      　小谷！
知香      気がついた！優ちゃん！
俊        大丈夫か？意識あるか？！
優        …大丈夫、みたい。･･･ちょっと体に力が入らないだけ･･･。
陽一      おれ、本部に電話する(携帯を操作)
知香      高橋、優のことは(手を顔の前で振る)
陽一    　（わかってる、というように）任せろ。あ、もしもし先生ですか？ 二組四班の高橋です。小谷見つ
        　けました。やっぱり平和記念公園ではぐれてたみたいです。はい、はい、わかりました。不審者？
        　なんのことですか？いえ、見当たりませんし小谷は無事です。はい。見学地一個跳ばして班行動続
        　けます。はい。気をつけます。失礼します。
俊        (安心したようにへたり込み)ああよかった。気がついたらお前だけいないんだもん。まったく、班長
        　の癖に、はぐれるとはなっとらん。おまえ、ずっとここで寝てたのか？
優        寝てた？私、が？（まだ頭がフラフラする、というように）
陽一      おお。お前がいなくなったのに気がついてあわててコース逆戻りしてきたんだけどさ、お前、木陰の
        　ベンチで寝てたんだぞ。木陰じゃなかったら熱中症で死んでたかもよ。
知香    　高橋、やな事いわないでよ！
優        みんな、ごめんね。心配かけちゃって。
陽一    　心配したさ、そりゃ、友達だからな。ところで小谷、不審者がどうとかって、本部の先生に電話した
        　って？変なやつに絡まれたのか？
俊        おい小谷、本当か？大丈夫か？
知香    　はぐれたことと、なんか関係あるの？
優        不審者、･･･？(しばらく考え)あっ！わたし、行かなくちゃ！(立ち上がる)
俊      　おい、小谷
知香    　いきなりどうしたの？
優      　ごめん、みんな、私どうしても行かなくちゃならないの
陽一    　行かなくちゃ、って、どこへ。班行動なら次の見学予定、一個とばしたけど？
優      　(気がつき)どこへ…、どこ…、そうだわたし、どこに行けばいいんだろう？
俊      　(真顔で)なにが何だかさっぱりわかんねえ。（少し考えて）だけど、小谷がふざけてるわけでもなさ
        　そうだ。だよな？
              みな、うなずく
知香    　いったいなにがあったのか、話してくれない？
陽一    　でも班行動の予定が…(俊がにらんでいるのに気がつき)まあ、いいか。話してくれよ小谷。
優      　うん…。でも、ひとつ約束して、みんな、これからする話、真剣に聞いてね。お願いだから。
俊      　(優の真剣さにやや押されつつ)ああ。わかった。
知香    　真剣に聞くよ。
陽一      まかせろ。
優      　私も最初は、信じられなかったんだけどね。
             舞台暗転
第三場　(「あの後」の優と案内人)        
        　　　明転。舞台中央、案内人と優の二人がいる
案内人  　（第一幕での少しおどけた態度が消え、やさしく）優さん、眼を開けてください。
             　優、目を開けゆっくり体を起こす。
優        …あれ、ここ、どこ？
案内人  　意識が戻られましたか。
優        （案内人を見て、色々思い出し）あなた！（携帯電話を探して慌てて操作する）
        　先生？もしもし！（画面を見て）なにこれ。圏外？
案内人    優さん、携帯電話をしまって話を聞いてください。わたしは、あなたが思っているような、
        　その、不審者とかではありません。
優      　思いっきり不審な人じゃないですか。いきなり現れて友達をどっかにやっちゃって
案内人    ご無礼は、深くおわびを致します。ですが、わたしどもは、決してあなたに危害を加えよう
        　というのではありません。ただ、ぜひあなたに見ていただきたいものがあるのです。
優      　（まだ不審は消えないながら）な、なんですか。その「見ていただきたいもの」って。
案内人    言葉で説明しても、なかなか理解が難しかろうと思います。とりあえずあちらをごらん下さい。
        　　　案内人、舞台背景の方を示す。そこには被爆前の原爆ドーム（広島県産業奨励館）が見えている。
優        （気がついて）原爆ドーム？じゃない。骨組みじゃない。こわれてない。けど、え？…
案内人  　被爆の前は、広島県産業奨励館と呼ばれていた建物です。おわかりいただけたでしょうか。あなたが
        　今どこにいらっしゃるか。
優        （あわてつつ、少し考えるが）わかりました。これ、新しいドラマのキャンペーンかなにかでしょ。
案内人    あの産業奨励館の建物は、セットではありません。あなたがいるのは、昭和二十年の広島です。
優        (少し考えて)やっぱりそうですかー。(間)なんて、すぐに信じるわけないでしょう？昭和二十年
        　っていったい何年たってると
        　　　舞台上手から中学生くらいの隊列が通りかかる。工場に出勤する女子挺身隊。歩調を
        　　　そろえて、やや無理のある｢背筋を伸ばした姿勢｣で歩く。舞台中央やや下手よりで停止。
優        (案内人に)で、あれもエキストラの人たち、なんですよね？
案内人    (やれやれ、という感じで)では、話しかけてご覧なさい。
優        言われなくても。ねえ、ちょっとあなたたち、その衣装とってもよくできてるわね。
少女    　(隊列をふり返り)時間に遅れてる。みんな、急ぐよ！
        　　　隊列、まったく反応せず出発。そのまま通り過ぎようとする。
優        なによ、無視しなくってもいいでしょ？ねえったら
          　　優、一人の少女の肩に手をかけようとするが、するりと通り抜けてしまう
優        (驚いて)ちょ、ちょっと待ってったら！
          　　列最後尾の少女の手をつかもうとするが、まったくつかむことができない。隊列は、そのまま
        　　　何もなかったように通り過ぎていく。優、驚いて案内人のほうを見る
案内人    おわかりいただけましたか。私の申し上げていることが、うそではないということが。
優        で、でも、なんで？どうして？私たしかにあの子の手をつかんだのに。
案内人    この場所では、あなたや私は実体のない存在、幽霊のようなものだからです。
優        (反論しようとするが、もう自信がない)そんなわけのわかんないこと、急に言われたって…
案内人    信じられないとしても、仕方がありません。信じるか信じないか、それは、これ
        　から目にすることの全てが終わってから、決めていただければいいことです。
        　いま一番大事なのは、これから起きることすべてを、しっかりと見ていただくことです。
優        (慎重に)…これから、おきること？
案内人    ここは、昭和二十年の広島です。今日は、八月六日。現在時刻は午前八時十分過ぎです。
        　これから何が起きるか、ご存知のはずですね？
優      　まさか、そんな(はっと気がつき)じゃ、みんなを逃がさなきゃ！さっきの子達だって
案内人    さきほど、私たちは幽霊のようなものだ、と申し上げました。それは、私たちにとって、ここ
        　での出来事がすべて、過去に「もう起きてしまったこと｣だからなのです。ですから、私たちには
        　一切の手出しはできません。ただ、起きることを見るだけです。
優        そんなこと言ったって、何とかならないんですか？
案内人    どうしようもありません。
          　　案内人、懐中時計を取り出し
案内人  　午前八時十三分。原爆が投下される二分前となりました。ここは、爆心から五百メートルの
        　地点になります。
        　　　優、あわてたように空を見上げる
案内人  　ほら、あそこに女学生の一団がいるでしょう。あの中に、さきほどの由紀さんもいます。
優        由紀さんって、さっきあなたといた女の子？なんであの子がここに
案内人    彼女は、もともとは、この時この場所で亡くなった多くの人々の一人なのです。詳しくは後ほど
        　お話しいたましょう。八時十四分！
        　　　飛行機（爆撃機）の音。次第に強く。空襲警報のサイレン
優      　まさか…これが…
        　　　爆音が絶頂に。瞬時に暗転。一瞬の明転の後、再暗転。同時にものすごい爆発の音、大勢の悲鳴
        　　　が響き、舞台は閃光に包まれる。優も絶叫をあげてうずくまる。
        　　　明転。舞台全体が薄暗く赤い。案内人、うずくまる優を助け起こす。
優      　由紀さんは？！
案内人  　少し、歩きますよ。ゆっくり。
        　　　下手から、大勢の人が焼けただれた姿でゾロゾロと歩いてくる。
優      　この人達…
案内人  　少し下がって。
        　　　人々はうめきながら(ゾンビにならないように！)舞台客席の方に歩く。声を呑む優
案内人  　(淡々と)優さん、この人々が、どこに向かっているのか、分かりますか？
優      　あっちは・・・川？
案内人  　ええ、そうです。水がある安全な場所は、川しかありませんので。
優      　川って…
        　　人々は次々と舞台から奈落によろめき落ちていく
優      　（ふと、何かに気がつく）案内人さん、あの人・・・
案内人  　由紀さん、です。
        　　　人々に混じってよろよろ歩いていた由紀、倒れて動かなくなる。
        　　　優　駆け寄ろうとするが　案内人が腕を掴んで止める
優      　(激しい抗議)なに？！
案内人  　(淡々と)もう、過ぎたこと、起きてしまったことなんですよ。
優      　でも！由紀さんがあんなに苦しそうに！
案内人  　（一瞬の感情の露出）もう遅いんです！どうやっても過去は変えられません。
由紀      (よろめき、必死に起き上がる。かすれきった声で)お母さん、お姉ちゃん…。みんな、どこ・・・？
優        由紀さん！由紀さん！
        　　　案内人、優の腕を放さない。由紀、よろよろと歩き出し、他の人と同じく奈落へ。
        　　　優、泣き崩れる。
優        (泣きじゃくりながら)ひどすぎる！ひどすぎるこんなの！
案内人    (しばらくの間。やがてやさしく)やはり、お連れするのはあなたでよかったようです。
優        …？(肩は震えているが、やっとのことで顔を上げる)
案内人    大丈夫。もとの場所に戻ったら、由紀さんにはまた会えますから。
優        でも
案内人    私たちは、過去に戻ったわけではありません。今あなたがご覧になったのは、正確には「そのとき｣
        　の由紀さんの記憶　なのです。
優        記憶。(絶句)記憶は、変えることができない…。
案内人    手出しはできない、その理由がお分かりいただけましたね？
優        (ゆっくりうなずき、周囲を見回す。おびえたような声で)なぜ、これを私に見せたんですか？
案内人    あなたなら、きちんと受け止めてくださる、そう思ったからです。
優        (少し考え)いま、死にそうなほど、つらいです…。でも、この場に実際にいた人たちは、
        　もっともっとつらかったんですよね。
案内人    (大きくうなずき)広島で何があったのか、それがどんなにひどいことだったのかをご存知の
        　方は、どんどん減っています。ごく近いうちに、誰もいなくなってしまうでしょう。そうなったら
優        あの人たちがどうやって亡くなったのか、知ってる人がいなくなってしまいます。でしょ？
案内人    (おどろき、やがて)この先も、ご覧いただけますか？
優        (しばしためらうが、やがて)はい。
案内人    (微笑み)では、目を閉じてください。
          　　暗転。やがて明転。どこかの建物らしい。人が行き交いドタバタしている
女性１  　誰か、包帯を！
女性２  　先生！重症者がまた！
先生    　隣に運んでくれ！こっちは手一杯だ。
子供１  　お母さん、お母さん・・・
男性１  　消毒薬はもうないのか。
女性３  　包帯が足りません
男性２  　おい、誰か来てくれ！
        　　　なおも続々と運び込まれてくる負傷者。あわただしい様子が続く。案内人　優　上手より登場
優      　(息をのみながら)ここは？
案内人  　けが人を運び、治療しているのですよ。応急処置がせいぜいなのですが。
優      　病院じゃない、ようですけど…。
案内人  　焼け残った建物の多くは、応急手当をする場所に使われました。ちゃんとした病院は
        　すべて焼けてしまっていますからね。重傷者を応急手当するだけで医者も手一杯なのですよ。
優      　じゃあ、け、けががひどい人は！？
案内人  　死ぬ、ことになります。
優      　…何も、できないんですよね？
案内人  　はい。われわれには何もすることができません。
優        (ふと、壁の文字に気づき)これは、何かの伝言みたいだけど…。
案内人    家族の行方がわからなくなった人が、自分はここにいる、ここで待ち合わせよう、という伝言を
        　書き込むのです。こういう場所に貼っておけば、相手が見る可能性も少しはあります　から。
優        (壁を眺めているが、やがてある書き込みに目を留める。しばらく見つめる)これ･･･よく読めないけ
        　ど、でも
案内人  　(気づかず)次に行きます。眼を閉じてください。
        　　　優、あわてたように目を閉じる。暗転　やがて明転すると、どことも知れない不思議な場所。暗
        　　　転中から静かに雨の音。少しずつ大きくなる。
        　　　舞台中央、二人に由紀が加わっている。案内人、優と由紀の会話を邪魔しないようにそっと遠ざ
        　　　かる
優      　(由紀に気づき)由紀さん！
由紀    　そんなに驚かないの。で？
優        で？
由紀      その、どう、だった？「広島」は。
優        （自分の頭の中の言葉を整理するように、ちょっと間をおいて）怖かった(震える)。広島のことはい
        　ろいろ勉強したつもりだったけど、あんなだったなんて、思わなかった。
由紀    　(恐る恐る)グロい、とかキモい、とか…・
優        (信じられない、というように驚き)そんなひどいこと思うわけない。だれもあんな死に方
        　したいわけがないもの！ただ、こわかったの、とても。私とおんなじ普通の人が、あんな目にあっ
        　てあんな死に方をするなんて。信じられなかったけど、あれが起きたこと、なのよね？
由紀      (優の顔をじっと見つめ、やがて)そっか（安心したように微笑み）
          やっぱり、あなたに見せてよかった。わたし、自分の記憶を人に見せるの、これが初めてじゃないの。
優      　(驚いたように)じゃあ、今まで何度も？
由紀      それはもう数え切れないほど、ね。でも、見せる人みんなが、あなたみたいに受け止めてくれたわけ
        　じゃなかった。はじめてかも。あなたみたいに言ってくれたの。
優        ほかの人は？
由紀      (つらそうに笑い)気持ち悪い、って言う人がほとんどだったかな。
優        ひどい…。
由紀      (さびしそうに)仕方がない、って思ってたの。だって、実際に見たことがなかったらわかんないから
        　あなたの　お友達もそうだったじゃない？
優        （恥ずかしそうに）それは私も同じ。由紀さんの記憶を見るまで、本当にはわかっていなかった。
由紀      でも、あなたは見てくれた。そして受け止めてくれたわ。でしょ？
優        うん。
由紀    　あなたが見たとおり、私は広島であの日死んだの。焼けた体が熱くて、つらくてつらくて、水が欲し
        　くって。それで川に飛び込んだの。転がり落ちたって言う方がいいかな。川の水は生暖かくって臭く
        　ってね。息ができなくて、浮かなくちゃいけないんだけど、体にぜんぜん力が入らなかった。ああ、
        　私、死ぬんだな、ってそのとき思ったの。私は大きくなったら、いろいろやりたいことがあったはず
        　なのに。戦争が終わったら、おいしいものいっぱい食べて、楽しいこといっぱいして、幸せになるは
        　ずだったのに、私死んじゃうんだ、って、そう思ったらすごく悲しくなってね。でも、泣けなかった
        　の。やけどで目がふさがっちゃってたのね。
優        泣くこともできないなんて…。
由紀      次に気がついたときは、なんだか人が大勢いる場所だった。大きな建物みたいな。そのうち、体の感
        　覚がどんどんなくなって、さっきまで熱かったのに、凍りつくほど寒くなってきてね。いよいよだ、
        　って思ったら、自然にお母さん、おねえちゃん、て言葉がでてきたの。声にはならなかったけどね。
優        私が見たときも、由紀さん、お母さん、お姉ちゃん、って。
由紀      会いたかったなぁ。死ぬ前にせめてひと目だけでも。そう思いながら、横になってたの。それで、
        　どれくらいそうしてたか、もうわからなくなったころにあの案内人って人に出会ったわけ。
優        あの人、いったいどういう人なの？
由紀      知らない。ただ、頼まれたのよ。あなたの記憶を貸してくれないか、って。おかしな人よね。家族が
        　見てもわかんないくらいぼろぼろになって横になってる、わたしなんかに話しかけてくるんだから。
優        そのときから、ずっと？
由紀      そう。わかってくれそうな人を見つけたら、あなたにしたように話しかけてね。
優        何べんも、何べんも？
由紀      そうよ。(ふと、優が泣いているのに気がつき)どうしたの？
優        (涙声で)つらくなかった？
由紀      どうしてそんなこと聞くの？
優        だって、記憶を見せるためには、あなたが思い出さなきゃならないでしょ？私だったら耐えられ　な
        　いような、つらくて苦しいことを。何べんも何べんも。
由紀      (気づいてくれたことに驚き)小谷さん…
優        私に見せるために、心の中であの場所に戻ったんでしょ？原爆が爆発するその場所に。
由紀      (優の肩に手をかける。思いをぶちまけるように)つらかったわ。つらかったわよとっても。だから、
        　忘れるために案内人と　ふ　ざけあったりして、何とか紛らわしてきたの。
優        (声が大きくなる)何のために、そんなにつらいことを続けてきたの？
由紀      (負けずに)私がどこでどうやって死んだか、誰も知らないのがもっと辛いからよ。私たちがどんな目
        　にあったのか、忘れられてしまう方がもっとずっと辛いからよ。だから、私は辛くても辛くても、何
        　べんで　も思い出してきたの。私たちのことを、知って欲しいから。
          　　間
優        ごめんなさい、気、悪くさせちゃって。
由紀      こっちこそ。あなたにはむしろお礼を言わなくちゃならないのに。
優        (聞き苦しい様子で)由紀さんのお母さんとお姉さんの消息はわからないまま、なのね。
由紀      心残りはそれ。こんな風になってから、もとの家にも行ってみたんだけど、家は焼けちゃって、あと
        　は道路になっちゃっててね。お母さんとおねえちゃん、どこにいるんだかわからないまま。あの時、
        　死んじゃってたかもね。
優      　(しばらくためらい)何か、お手伝いできないかな。
由紀      (驚くが)いいの、もう十分。あなたみたいに私のことをよくわかってくれた人はいなかったから。そ
        　れでもういいの。
優        でも、わたし
由紀    　(さえぎるように)さっ、戻るわよ。
優      　え？どこに？
由紀    　どこって、あんたのもといた場所に決まってるじゃない。
案内人  　もう、よろしいのですね？では、優さん、眼を閉じてください。
優      　え？で、でも。由紀さん、最後に聞かせて。あなたの、
              暗転。最後の台詞を遮るように
第四場　(平和記念公園。班のみんなと)        
             明転　優を中心に、四人座っている。しばし沈黙。やがて
優      　これが、私が見て聞いたことの全部なんだけど。
陽一    　急には信じられないような話だな…。
知香      すごすぎて頭がぐちゃぐちゃ。
優      　（ため息）信じられないよね、やっぱり。でも、みんなありがとう。真剣に聞いてくれて…。
俊      　(しばらく考えているが)小谷、お前、最後にその由紀って子に、何をしてやろうと思ったんだ？
        　手伝う、っていったんだろ？
優        えっ？
俊        その子の話を聞いて、何か力になりたい、って思ったんだろ？何をしようとしたんだ？それが、おま
        　えがさっき言った「行かなくちゃならない｣ことと関係あるんじゃないのか。
              陽一と知香、さすが、という顔で俊を見ている
優      　…当たり。
俊      　由紀さんのお母さんとおねえちゃんの居場所を見つけてやれないか。ちがうか？
優      　…それも当たり。でも六十五年も前のことだから、どうすればいいか…。
知香    　無理、じゃないかなあ。それこそ原爆でみんな燃えちゃったわけだし。この広い平和記念公園だって、
        　もとはおっきな町だったんでしょ？
陽一      旧中島町、な。でも、たしかに手がかりがなにもないんじゃ、探しようがないぜ。
俊      　(しばらく考えて)壁の文字。小谷、あの話、もう一回してくれ。気になる事が書いてあった、って言
        　ったよな。
優        うん。何か書いてあった。でも、なんて書いてあるのか読めなかったの。
俊        手がかりがあるとしたら、それだけ、か。
陽一      でも、読めなかったって、どういうことだ？字が汚くて読めないんじゃ伝言にならないじゃん。
優      　そうじゃないの。なんか書いてあるのはわかるんだけど、たとえば墨で書いた字に水をかけたみたい
        　にぼんやりしてるって言うか・・・
知香    　(ちょっと考えて)記憶、だからなのかな。
一同      え？
知香      (自信なさそうに)えと、優が見てきたの、由紀さんって人の記憶、なんでしょ？だから、由紀さんに
        　はっきり見えなかったことは、ぼんやりしちゃうんじゃない？
陽一      (一瞬の興奮)なるほど。だけど、書いてある中身もわからないんじゃ、どうしようもないな(ため息)。
知香      (一瞬の興奮)その建物がまだ残ってる、(周囲の目線に気がついて)なんてことないよね(ため息)。
俊        (優に)その場所のことで、ほかに覚えてることってないか？
優        (しばらく考え、慎重に)人が大勢いて、新しく怪我人がどんどん運び込まれてた。大きな建物で、ち
        　ょうど昔の学校かなにか、みたいな感じ。
知香      学校？
陽一      学校、か…(持っていた資料を調べてはじめる)。
俊        焼け残った大きな建物は救護所の代わりになってたんだよな。
陽一      (資料を一生懸命見ながら)学校、っていうんなら、手がかりが残ってるかもしれないぞ。
一同      えっ？
俊        それ、どういうことだ
陽一      あの辺で被爆あとにに焼け残ってた建物はいくつかあるんだけど、学校はそれほど多くないんだ。小
        　学校だと本川小と、袋町小のふたつだけ。どっちも鉄筋コンクリート作りで、爆発で壊れなかった。
        　だから、被爆後すぐに救護所として使われてる。
知香      その建物、今でも残ってるの？
陽一      残念ながら、両方とも当時の校舎は取り壊されちゃってる。
知香      なんだあ・・
陽一      でも、どっちの学校も当時の資料を集めて博物館みたいに公開してるんだ。それで、袋町小の展示の
        　中に、被爆当時の壁ってのがある。
優        壁…？まさか
陽一      そう。当時そこに来た人たちが、家族とかに向けて書いた伝言が残ってる壁だよ。
知香      じゃ、もしかしたらそこに優の見た伝言の実物があるかもしれないの？
陽一      うーん、可能性は低いと思うけどね。でも、ゼロじゃ、ないよな
俊        (ちょっと考え)よし、ともかく、行ってみよう。だめで元々だ。それでいいな？小谷。
優        (うなづく)
陽一      おれ、なんか興奮してきた
知香      もう、高橋、まじめにやんなさいよ。
陽一    　いやいや、ふざけてるんじゃないんだ。そうじゃなくて、その、なんていうかよくわかんないんだけ
        　ど、俺たち今「原爆のことを実感」っての、やってるんじゃないか。
知香      そっか。そうかも。
俊        いこうぜ。おれも、陽一みたいに「興奮」してきた。
              下手へはける。上手から案内人と由紀が登場
案内人  　どうします？ついてゆかれますか？
由紀    　(無言でうなずく)
        　　　暗転
第五場　袋町小学校
              明転。袋町小の展示室。伝言を書きつづった壁が展示されている(舞台装置はシンプルに)。
              四人、その壁を眺めている。
俊      　これ、か？
優        よく、わからない。私が見た壁全体が、ぼんやりしてたから…。
陽一      これ、最近になって発見されたんだ。当時の校舎を取り壊して立て替えるときに。それで、壁だけ切
        　り取って保存したんだ。
知香      でも、すごい数の書き込み。たくさんの人がここに来てたのね。
俊        たくさんの、被爆した人とその家族、な。
知香      なんか私、怖くなってきちゃった…。
陽一      (壁の伝言を読みながら)おれ、も。書いてあることはとってもシンプルなんだけど。
知香      どんな気持ちで、これ書いたんだろう、って考えると、ね…。
              優、書き込みのひとつに吸い寄せられるように近づく
俊      　小谷？
優        これ…(指先で触れるように)ううん、違うかも、でも…。
俊        気になるんだな？
優        (自信なさそうにうなづく)
陽一    　ええと…、「みつい・・・生命の前で」その下が消えかかってて読めない。
知香      あて名、みたいね。一番上の字は…うーん、「佐」、かな？
優        (はっとして)佐々木、じゃない？
俊        思い当たるのか？
優      　(うなづく)由紀さんに最後に聞いたの。彼女の苗字。
俊        佐々木、だったんだな？
優        (今度は力強くうなづく)
知香      (本当に驚いた様子で)すごい。つながっちゃった…。
陽一      まだわかんないよ。佐々木って苗字の人、いっぱいいただろうし。
俊        いや、偶然にしちゃ続きすぎてる。可能性おおありだ。
優        でも、由紀さんの記憶にこの場所があったってことは、由紀さんはここに運ばれたってことでしょ？
知香      つまり、由紀さんはここにいたのよね。それで、おんなじ部屋の壁に由紀さんあての伝言があったっ
        　てことは、
陽一      由紀さんの家族がここに来た、ってことだ。なら、なんで由紀さんに気がつかなかったんだろう。
俊        (辛そうに)火傷と怪我で、誰が誰だかわかんなかった、ってことなんじゃないか。家族が見ても誰か
        　わかんないくらいひどい怪我の写真、資料館でいっぱい見たよな。
知香      そんな。わたし、そんな死に方したくない・・・。
              一同、しばし沈黙
俊        誰だってそうだよ。でも広島ではみんなそうやって亡くなったんだろ？小谷が見てきた広島も、そう
        　だったんだろ？
優        (うなづき)そう。怖かった…。
俊      　ともかく、手がかりは見つかった。だけど、三井生命って、どこなんだろう。
陽一      (資料をめくっている)お任せくださいみなさま。三井生命の建物は、旧中島本町。つまり、平和記念
        　公園の中。より詳しくは、いまの「原爆の子の像」の南側だ。
              一同、顔を見合わせる。暗転
第六場　(原爆の子の像の前)        
              上手から四人。
俊      　ここだ。あれが原爆の子の像か。
陽一      その南側、って、あっちだけど、なんにも残ってないな。
知香      やっぱりだめなのかなぁ。
        　　　優、あたりを探す。そのとき下手から案内人と由紀登場
優      　由紀さん！案内人さん！
知香      優？
俊        小谷、由紀さんたちが、いる、のか？
優        (俊にうなずき)案内人さん、由紀さん、勝手なことしてごめんなさい。でもわたし、由紀さんのため
        　に、どうしても何かしたかったの。
由紀      いいって言ったのに。でも、ありがとう。
          　　俊、陽一、知香は優の会話を不思議そうに見ている。
案内人    そうそう、お友達の皆さんにも、ご挨拶しなければなりません。皆さんのおかげでここまでこられた
        　のですから。
              案内人、ポン、と手をたたく。その瞬間、俊たちにも案内人と由紀が見えるようになり
知香      キャッ！
陽一      出た！
由紀      出た、はないでしょ、お化けじゃないんだから。
俊        あ、あんたが由紀、さん？
由紀      はい。よろしく、ね。
案内人    私は案内人と申します。このたびは、私たちをここに導いてくださってありがとうございました。
優        みんなにも見えるようになったのね。よかった。でも(案内人に)、いいんですか？
案内人    はい。みなさんも、被爆した方々のことを真剣に受け止めていただけたようですので。ところで、
        　みなさんは、この『原爆の子の像』をご存知でしたか？
優      　え？いいえ。
案内人  　ほら、鶴をもっているでしょう。あれは、千羽鶴を１つにしたものです。
優      　千羽…鶴。
案内人  　あの像の女の子は、二歳の頃に被爆して十二歳で亡くなりました。千羽鶴は病院に入院してた時の
        　ものです。この像がきっかけで、世界中で折鶴が平和の象徴として作られるようになったとも言われ
        　ています。今でもたくさんの折鶴が、平和の願いをこめてささげられていますが、数年前、像にささ
        　げられた折鶴が放火されるという事件が起きています。
俊        なんてひどいことを･･･。
由紀      原爆ってどういうものなのか、知らないからこそできたこと、なのかもね。ちょうど、広島に原爆
        　を落とした人たちが、それを知らなかったみたいに。
案内人    放火されて燃えてしまった折鶴は、十四万羽といわれます。昭和二十年に、あの原爆で亡くなった人
        　と、ほぼ同じ数です。
由紀      折鶴と私たちって、そういう意味ではおんなじかもね。命に対する敬意がないから、どっちも燃やさ
        　れて灰になっちゃったんだから。
        　　　上手よりミチが入ってくる
ミチ    　由紀？
              由紀に寄ってきて
ミチ    　やっぱり！由紀だ！（下手に）みんなー！由紀がいたよ！
        　　　下手より４人が走って来る
由紀      みんな、どうしてここに？
悠子    　みんなで探してたんだよ、由紀ちゃんのこと。
リン    　由紀ちゃんのお母さんに、由紀を探してくれ、って頼まれたんだよ。
        　由紀は、きっと私を探してるはずだから、って。
由紀    　お姉ちゃんは？
ケン太  　お母さんと、一緒におるよ。由紀ちゃんのこと、２人とも心配しとったよ。
由紀    　でもあたし、このあたりには何度も来たのに
ケン太  　（あきれたように）あのな、どれだけたくさんの人が、お互いを探してるって思ってる？
        　見てみろよ回りを。
        　　　周囲を、「探している人々」が、影のように通り過ぎる。みな、あの当時の服装。
リン      まだ、大勢の人が自分の相手に会えずに、探しつづけてるんだよ。
陽一      これ、夢、じゃないよな？
知香      違う、と思う…。
俊        俺たちの周りに、こんな世界があったなんて。
            由紀、四人と話し始める。
優      　案内人さん、この人達は―――？
案内人  　由紀さんのお友達です。みなさん、あのときの同級生でした。
             しばしの間
由紀      あの、それで、お母さんとお姉ちゃんは？
リン      伝言読まなかったの？三井生命の前って。ほら、あそこに。
             舞台下手、由紀の母、道端の石に腰掛けている。そのそばに立つ姉
由紀      お母さん！お姉ちゃん！
             由紀、母に駆け寄る
母        お帰り、由紀。「ずいぶん」遅かったんだね。
姉        もう「ずっと」待ってたんだからね。由紀ったら迷ってたんでしょ。おっちょこちょいなんだから。
由紀      お母さん、お姉ちゃん(言葉が出ない)
母        この子ったら、会えたんだから、そんなに泣かなくていいのよ。(由紀の頭をなでながら)
姉        さ、お母さん。由紀にも会えたんだから、帰りましょ？
母      　そうだね。みんなもありがとうね。おかげで無事に、由紀に会えたよ。
ミチ      じゃ、私たち先に行ってるね（四人走って上手にはける）
             由紀、顔を上げて案内人と優を見る。
由紀    　優ちゃん、私･･･、ありがとう
優        おうちに帰れるのね？由紀さん、よかったね！
由紀      案内人、さん、ごめんなさい、でも、私やっぱり行く。
案内人    (丁寧にお辞儀)今まで、本当にありがとうございました。さようなら、由紀さん。
             由紀、お辞儀して去ろうとするが、俊たちが追いすがってくる
俊        あの、由紀さん！
             由紀、立ち止まって俊たちを見る
俊        俺たち、あなたたちのことをちゃんと見てなかった。知ろうともしなかった。だから、何も見えてな
        　かったし何も感じられなかった。それで、あの、謝りたい。ごめんなさい！
知香      あ、あたしも。
陽一      俺も、です、その、ごめんなさい。
俊        それで、俺たち、あなたたちのこと、もっと勉強します。それでちゃんとわかるかどうか自信ないけ
        　ど、とにかく勉強しますから、だから
由紀      (たたずむが、やがて深々とお辞儀をして下手へ)
             母、案内人たちにお辞儀。三人で下手にはけていく。
優      　(見送った後、少し考え)案内人さんも、被爆者、なんですか？
案内人  　・・・なぜ、ですか？
優      　いや、なんとなく…
案内人  　カンですか。（にこりと笑って）いいえ、そうではありません。そんなことより、優さん。
        　あなたは「あのときの広島」をごらんになりましたね。
優        …はい。
案内人    大勢の方が、亡くなりました。まるで、焼けただれたぼろクズのようになって。
        　家族の方が見てもわからないような姿になって。
        　どこでどうやって亡くなったのか、わからない方も大勢いらっしゃいます。
優        家族にも誰にも知られずに、ひとりぼっちで…
案内人  　はい。そして、そういう方たちは、今も、広島の川の底や地面の下で、待っているのです。
        　自分たちの死を、自分たちがどうやって死んだか、どんな目にあったのか、それを誰かが
        　知ってくれるのを。
優      　案内人さん、あなたはそういう人達のために働いているの？
案内人  　「ため」になるかどうか。ただ、わたしはご案内をしているだけです。
優      　（案内人に向き直り）由紀さんの記憶を見せる相手として、わたしを選んで正解でした？
案内人  　（にこりとして）はい。
        　　　優と案内人、顔を見合わせて笑う
案内人  　それで、いかがでしょう、みなさん。これからも、広島で亡くなったかたがたの思いを、受け止め伝
        　えていっていただけますか？
優        はい。
        　　舞台暗転　幕下りる
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了
